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緒　　　　君　　　　　　　　　　　　　　　　　塞　験結　果

　筆荷等は数品種の亜1君｝1を用いて，その品種闘の生育に　　　1）発芽及び開花　播種後の気象藁件が2年とも順調で

伴う体内成分の？1ll提と繊維形成及び収量などにおける関　　　あつたために，発芽は各品種とも良好でしかも斉一であ

係を追求し，実際栽培上の参考に供するためにこの実験　　　つた。開花はペルノー，サギノー一の2品種が早く開花撫1

を行つた。その結果品種によつて繊維組織の発達や，不lf｛　　問も短かつた。　Red・－woodとB－5128の開花は羅く，

子の脂肪含有戴と休内hk分の含有量との間に或る程度の　　　特にB－5128は供誠品種vl；もつとも晩盗であつた。以下

関係を昆ll二1すことが出来たので，ここにその紬果の概要　　　本報霧においてはペルノー，サギノー癒早生種，璽萢，

を報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sheynneを中生種，　Recl・－wood，　B－5128を晩生種と呼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶことにする。
　　　　　　　案験材料及び方法

供試i歴薦はペルノー，サギノr・，　雲竜，Sheynne，　　　　　・　　　ag　1袈　発芽及び開花

Red－wood及びB－5128の6品種である。播種様式は条

聞7寸x鍬1’llの条播で，播種量は反当5升の割合であ

瞬概矧開花繍1花禰欄間

る。播樋期は4月22日（1955）と4月13日（1956）であ　　ペルノT”

る。離区は壌2坪2連制とし茄月瞬は殿硫安3　サギノー
貫，獅7勲び塩加、貫の船で桶条に施肌甫　璽　竜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　Sheynne
灰は耕起前に反当20貫齢耐誌怖した・　　　　R，d－w。。d
　’55年は毎週藁丈の測定をし・発芽後50日及び70日園に　　　　B＿5128
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は繊維組織を，　収穫期には収穫物の調査iをした。”56年　　　　　　　一一

は’55年の調査を繰返したが，霊として発芽後3週から　　2）繊維組織第2表に示すように，繊維細胞東数及び

11週目まで毎週200岬50個体の生育中庸な植物体を抜取

り葉，撒び蜘紛けて乾燃乾・臆の醗と趨素，　第蟻繊維騰と一束中の細1包数（茱申央部）

燐酸，加羅及び石灰を分析した◎各戒分の含有率は対乾

物璽で示し，含有壁は個体当で示した。分析方法は信大　　　ペルノ＿

繊報（6・1956）の通りである。9週一一11週目の覇の粗脂　　　サギノr．

肪はソックスレー抽禺器によつて定量した。　　　　　　　　雲　　　竜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sheynne

＊講膝灘曙朧論間霧黎隣讐1躍・・d－w…
・して撒したものである。　　　　　　　B楠5128
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＊　儒州大単繊維学部作物学研究察　　　　　　　　　　　　　註　発跡1曼70日目の観察結果である。
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細胞数は晩生種がもつとも多く，蔀L生種がこれに次いで　　　くなつているにすぎなかつた。しかも品種間或は．掬螺こ

いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よる1ははっきりしていないm

　束数は茎の伸長期にすでに一定し，以後は細胞数の増　　　　1個休当りの含有1，t：の消長は1鴇こおいてもつと’t、メくき

加のみが行われるようであつたQ　　　　　　　　　　　　く，その蔀大は開花の頃であつた。　の最尺は雀．い〕1・

3）乾物重　初期の葉は各品樋とも茎より多く，ラ1〒．鰍；1　　週illl早く，ノ1灘期でこの時期までは茎ltり含有量；が多

前後から茎の誼量が急激に増加し梁よりはるかに多くな　　い。潟iは乾物Eの増加と類似しているが，ヒ鴇1撫同様に

つた。落藥の補集は出来なかつたが，葉の取大黛は開花　　　｝宴駐生種がもつとも多くなつている。

始頃で，初期から後期まで晩左【種ほど多い。しかし初期　　　7）石灰　葉における石灰の含イ伸は前1班ミの3成分ヒ墨

の茎は甲生種が多少多く伸喪期から晩生種1まど多くなつ　　　つて意育に伴つて増加曽s］一る。初期の霞は加糧と同｛浪に蝦

ている。最大量は開花期かv開花終了期でその後は多少　　　の含有率より醐いが，これは1慮の成分と1“1じく漸滅して

の減少がみられた。覇は晩生種が多いが，熟度が進むと　　　行く，，叉葉においては・1　1’！生種ほど醐く，蝦は聞花期後’藻

巾生種が多くなり，晩生穣は一時滅少を泳したmこれは　　　でlll．k種力高いがその後レよ中・晩姫種に劣V）たで，覇は加

落蕾轟｝1或は未熟覇｝こ終るものがあるためと恐われる。　　　　黒と岡傾1占」を示すが，概して「1し生樋がi｝iく獄つてい｝1　．＋th

4）窒繁　笛1図に示すように初期から｛ll畷期にかけて　　　　1個体，当りのr有：撫よ加11聖にみられたほど，　に刈’す

葉における窒累の含哨耕ま晩生種ほどi醤胃い。しかし開花　　　る茎の禽華鰍は夢く蹴い。最火に灘する時期1諏罐蜘ヒも

前後からこの関係ははつきりしない。茎は魯品種とも同　　　・一・護ikして開花の時期であり、しかも裟におけ芸滅少の｛，il

一傾向を示している。浦の含有率はその熱度に関係があ　　臓は指蕪めて緩慢であつた。繭の騨1鯨よ加lilと圃様にあ

るようである。即ち∫ll［種がもつとも高く，晩生種は来　　　裏り多くなく品種間では晩，1三樋が多い。

熟朔が多いためか，その含有輩にはほとんど変化がなか　　8）魍脂肪第5図に泳すように10週家で『乳盈1禰の奮油

ったQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　率が高く11週にはrl二1生種がもつとも高くなつたo・「II礁磁

　1個体当りの含荊璽は葉の消畏がもつとも大きく，最　　　の含油率は10週から中｛1隔のそれは11週か励一・磁し，晩

大鍛は鴻蘭期から開花の間で晩生種ほど多く，しかも晩　　　生種は完熟種子の禽有蹄雪からみて上瀧の品磁より戴に1

坐樋は他【粘種に比較して1週闇早く最大に達しているQ　　　～2週後に一定に逮するようである。

叉茎の最大USは開花期頃でその量は藥より少い。中生種　　　　1個体当りの含油量は9週では」1履磁が霧いが，その

の茎における最大は早・晩生禰より1週闇早くなつてい　　　後は中生種がもつとも多く，晩生種がこれに次いでいたゆ

る。覇は晩生種ほど含有量が多く，蛇物重の増加と同傾　　　9）収穫物調査　草丈と有効茎擾は』裡【掴1が艮好であ

向を示している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り，晩生種がこれに次いでいる。皐生樋の革丈は初期か

5）燐酸　第2図に示すように初期の準における燐酸の　　　ら伸長がよく晩生種は開花箭後から中k竸に勝るように

含有率は晩生種が高いが，伸長期からは他品種より低く　　なつた。乾茎璽は晩生種ほど多いヵ種子服辮は中圭擁霞が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へなつた。又早・申生種は開花期まで同傾向を示すが，以　　　多く早生種はいずれももつとも劣っていた。種子の帯粒

後は中生種の含有率が早生種より高くなつた。茎におい　　　璽は晩盤種ほど火であつた。

ては晩生種がもつとも低く，早・中生種は後期まで同傾

向を示している・　・“）iは蝋と購こ織と搬鰍縣が　　　　第籔殿1勿灘
あるようで晩生種ほど含有率が低くなつている。

・個体当りの含働・開花前・で藥に多い7b・）開花か　　草堰燃i茎巾騰麟艦醗

らは茎が多くなつた。葉の含有貴は初期から甲生樋が少　　　。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘル　ノ　pa
く，茎では着蕾期頃まで早生種が多く・以後は晩生種が　サギノー

多くなつた・最燈は・葉は茎より1耀1早い鞭期で・　雲　el
茎は開花始であつた・しかし匹腔種の1糠の最蝿は1・・l　Sh。y。。，

時期である。覇の含有蚤は窒素と同傾向を示しているQ　　　Red－weod

6）　加里　茎藥における加里の含有率は概して晩生種が　　　B－5128

高く，初期の茎は葉の含有率より高くなつている。嚇1に

おいてはほとんど増加がみられず，後期に茎より多少多
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　達する時期は燐酸が窒素より1週間早く，晩生種はi鰹素

考　　察　　　　　麟酸より・欄早い．辺だに紳て解．1猛手嚢の燐

　窒素・燐酸及び加里・石灰の蓄積一1£は1董者等の1956年　　　酸が1週ili1早く，及対に中1三種は窒素が1週1｝1】早い。こ

の実験結果と同様に前2成分は覇に，後の2成分は盗に　　　のように：rk嚢の蓄積が早く打切られた粍藥の燐tlVk’は遅く

おいてもつとも多い。含イ轡の品種聞1…異砕ホ大体栗にみ　　　探で蕃積が続けられる。そ・して茎における蟹」・1が遅くま

られたが，茎は各11種とも同傾向を示した。又覇の蜜素　　　で蓄積される品種1よ繊維形成が良好であり，燐酸が遅iく

と燐酸の含有率には1u』睡問に溢がみられるが，これは川　　　まドσ蓄穣される品種は種子の成熱がよかつたのである。

種闘の差と云うよりむしろ瑚の熱度によそ泥であろうと　　　　以上から繊維組織の発違及び種拘i蠣：の拠谷は大体開

思われた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花期の1ξにおけ《撒評葦の欝積1：によつて決城三するように

第帳各糟船けるゴ献，戊分含轍（・個体　）　叛られる・．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿m　　　　加「rい石灰の2成分については蟹素・燐酸a）2成分の

擁素
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粗脂肪　　ように繊維及び種子の形戚発巌にはそれほど1轍妾な関係

3護　鵬ると囎棟ない・しかし・の2齢の糠・・舗
29．63　・：の・　1恰を上’ヒill交すると「1’i一購がもつとも4・さV’ことから

　　　　　或る程度の関係が～恥ると思われ為o

35・46　　　　　　　　摘　　　要
36．36

　　　　　　以1：の結果を要約すれば次のようである。

　T－　　　　1）　1丈及び衡効茎提は帰k種，種二笹収1灘ま中癒樋及
36．19

36．45　び劃蝋は1晩生雁赫それぞれ好糊’を糺た・

　　　　　　2）　各峨分の含イ」率の川種閏飛異は火図艇においてみ

表にみられるように茎における最爆は【鍛鰯もつと　4）鑛の欝積が駅掴られた顯嚇酉隻腿くま

慧繍欝巌鱗購㌦遍甜韓野霧灘撚危繰！講糠灘鷺
るのである．。れについては，早蠣は擢轍砂いの　であつた・

唖級び灘形成に必要鰹舞、爾靴も過硯なく　5）加里と石灰雌における舗がもつとも多く畷
醗され1’ ｱれ販して中盈、種購撒が多いので。牙㌔　燃こ謝る劇は解1眠もほぼ剛であつた・

らの形成熟には灘形丁，Stの働の麟まで秘要とな　6川1脂肪の舖撚糊にdlsいて刷・酬多く辮
り，そ吐めに茎における舗はf也の踊より早くi’．TLJJの鍍が進むにつれて申’晩1種が多くなつた・

られてしまうのであろうと考えられた。又晩生穣は繊維

形成が充分に凱でか嚇翻師文熟灘んに泌ので　　　　　参考文猷
着胡の全部が完熟するには窒素が不足し，このために落　　　（1）＊OplTz，　K．：Pfla血zenbau，18（11），321－347（1942）

蟹莇或は未熟に終るものが多くなるものと考’えられる。　　（2〕＊　　　　：　　　　　20（4／6），61－・・95（7／9）

　更に繊維及び種子の形成発達には上記の霊藝の他に燐　　　　　　163・v169（1945）

酸も密接な関係にあるようである。即』ら蒲における燐酸　　　（3）柳沢塾鯵男・斉藤笑：信火繊報（6），（1956）

の含有率はその熟度又は含油率に比例している。叉策4　　（4）　　　　・　－t　：未発表

表に見るように早・中乙h腫のiにおける両成分の鍛大に　　　＊はBiological　Abstractによつた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　・　　られ欝に石灰は顕野な溢がみられた。文瑚の墾」及び燐

註O内の数物最燃確した劇，嚇からの週　酸の含摘零には鞭間磁がみられたが，それ酪踊

　　　間である・　　　　　　　　嚇脳・獅状態の髄によるものと櫛れゾ、。

素馨磐灘諜雛瀦ゴ；講積灘難凝撃饗謙講のXl
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　maturing　varieties．

　　　　　　　　　　　　　　　　Summary　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Flber　development　and　nitrogen　content　seem

　　In　the　present　paper　six　varieties　of　the　flax　　　　　　to　be　closely　related；the　better　the．　develoPment

plant，　Perllau，　Saginaw（early皿aturing　varieties），　　　　the　higher　the　content　in　the　flowering　stage，

Unryu，　Sheynne（intermedial　maturing　varieties），　　　　4）　The　change　of　the　nitrogen　contents　in　the

Red－vvoocl，　B－5128（1ate　maturing　varieties），　were　　　　stem　did　not　coincide　with　that　of　phosphorus

dealt　with　to　lcnow　the　relatio皿among　growth，　　　ones．　When．the　maximum　content　of．　nitrogen

yield　and　principal　component　in　the　fiUld　condi喩　　　　　stood　in　Iater　period　than　that　of　phospllorusレ

tion．　The　results　obtained　are　as　fo110ws．　　　　　　　　the　fibers　developed　very　we11　w1ユiie　the　s已ed

　　1）　The　length　of　the　stem　and　of　the　interval　　　　production　became　worse　and　vice　vel’sa，

between　the　cotyledon　and　the　first　branch　showed　　　　5）　Potassium　and　calcium　were　more　abun－

the　highest　value　in　the　early　maturing　vriet圭es．　　　　dantly　containecl　in　the　stem　than　in．　the　other

The　seed　yield　and　the　stem　harvest　brought　the　　　　organs。　The　period　of　the　nlaxilnutn　content　Qf

best　result　ih　the　intermedial　thaturing　varieties　　　　potas＄ium　and　calcium　was　allnost　the　same

and　ill　the　late　maturing　varieties　respectively．　　　　　　regarclless　of　varieties。

　　2）　The　percentage　of　various　components　in　　　　　6）　Crude　fat　content　of　the　intermedia1践nd

the　leaves　considerably　differs　according　to　the　　　　late　maturihg　varieties　was　lesser　than　that　of

maturation　period　in　the　varieties，　especially　in　　　　the　early　maturin毬varieties　in　the　earlier　period

calciuin　content　thedifference　was　most　relnark・　　　　of　boU　f◎rmation，　but　with　the　growtli　oξboll

able．　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　it　imlAediately．increa巳ed　in　the　former　two　vari－

　3）　From　the　histological　observation　the　de・・　　　　eties　until．　it　became　higher　than　that　of　the

velopmemt　of　fiber－cells　and　fiber－cell　bundles　　　　latter。

was　found　to　be　the　best　in　the　I碑e　maturing　　　　　（Laboratory　Qf　Crop　Science，　Faculty　of　Textile

varieties　while　the　wQrst　in　the　interrnedial　　　　and　Sericulture，　Shinshtt　University）　　　　　　　　・

F

廟

剛
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